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奈良の：橿原、御所両市で

く70聖母が参加して開
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本
会
主
催
の
同
和
研
修
会
が
、
去
る
十
一
月

十
四
・
十
五
の
両
日
、
奈
良
県
下
の
橿
原
、
御

所
市
で
開
催
さ
れ
た
。
本
年
で
、
九
回
目
を
迎

え
た
同
和
研
修
会
だ
っ
た
が
、
初
め
て
の
企
画

と
し
て
の
現
地
研
修
会
で
も
あ
っ
た
た
め
に
、

本
会
加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
、
各
種

団
体
か
ら
七
十
余
名
が
参
加
、
熱
心
に
研
修
を

行
っ
た
。

　
十
四
日
午
後
一
時
、
橿
原
市
大
久
保
隣
保
館

で
、
現
地
研
修
の
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
全
員
に
よ
る
三
帰
依
文
唱
和
に
つ
づ
き
、
白

川
事
務
総
長
が
開
会
の
辞
、
飯
降
サ
一
同
宗
連

事
務
局
長
挨
拶
の
後
、
本
会
同
和
委
員
会
の
蓮

池
瑞
旭
委
員
長
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
開
会
式
を
終
了
し
た
。

　
次
に
、
部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
執
行

委
員
・
辻
本
正
教
氏
が
資
料
と
ス
ラ
イ
ド
を
併

用
し
な
が
ら
、
洞
部
落
の
説
明
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
辻
本
氏
の
案
内
で
洞
部
落
跡
を
見

学
。
神
武
天
皇
陵
の
拡
張
に
と
も
な
い
、
稜
れ

た
も
の
と
し
て
強
制
移
転
を
さ
せ
ら
れ
た
洞
部

落
の
跡
は
、
御
陵
敷
地
内
に
あ
っ
た
。

　
層
当
時
は
田
畑
、
宅
地
、
墓
地
、
神
社
、
寺
院
、

池
を
含
め
約
四
万
坪
の
広
さ
を
持
っ
た
部
落
で

あ
り
、
二
〇
八
戸
、
一
〇
五
四
人
が
住
む
村
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
雑
木
林
と
化
し
て
い
た
。

辛
う
じ
て
当
時
を
偲
ぶ
物
は
、
共
同
井
戸
跡
と

昔
の
人
が
手
植
え
し
た
と
思
わ
れ
る
椋
欄
の
木

だ
け
だ
っ
た
。
被
差
別
部
落
の
実
態
を
目
の
当

り
に
し
、
無
念
の
涙
を
流
し
た
当
時
の
人
々
の

事
を
思
い
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
午
後
四
時
半
、
バ
ス
で
御
所
市
へ
移
動
、
西

光
寺
を
訪
問
。
当
寺
は
全
国
水
平
社
創
立
者
の

一
人
で
あ
る
、
西
光
万
吉
（
本
名
清
原
一
隆
）

ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
西
光
寺
住
職
・
清
原
草

宣
師
か
ら
、
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光

あ
れ
」
の
水
平
社
宣
言
文
を
起
草
し
、
ま
た
荊

冠
旗
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
西
光
万
吉
の
面
影
を
伝

え
聞
き
、
参
加
者
は
深
い
感
動
を
受
け
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
宿
舎
の
奈
良
市
春
日
ホ
テ
ル
に
移

り
、
午
後
七
時
半
か
ら
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
第

一
日
目
の
日
程
を
終
了
。

　
第
二
日
目
の
十
五
日
は
、
午
前
八
時
半
か
ら
、

辻
本
正
教
氏
が
「
部
落
問
題
と
漁
れ
観
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　
辻
本
氏
は
、
御
自
身
が
執
筆
し
た
『
け
い
は

つ
一
「
ケ
ガ
レ
」
意
識
を
考
え
る
』
を
テ
キ
ス

ト
に
講
演
。
部
落
問
題
を
語
る
時
、
部
落
差
別

の
起
源
に
つ
い
て
従
来
い
わ
れ
て
来

た
「
政
治
起
源
説
」
等
が
あ
る
。
し

か
し
、
辻
本
氏
は
穣
れ
観
を
、
「
ケ
ガ

レ
」
の
語
源
か
ら
探
り
、
陰
陽
道
に

そ
の
源
を
見
る
と
い
づ
説
を
述
べ
た
。

一
つ
一
つ
の
漢
字
を
、
わ
か
り
や
す

く
分
解
し
て
そ
の
語
源
を
説
く
話
に
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
引
き
つ
づ
い
て
、
参
加
者
と
の
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
あ
い
つ
い
で

出
さ
れ
る
質
問
に
、
改
め
て
参
加
者

の
熱
意
と
、
今
回
の
研
修
が
大
い
に

意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
事
を
、
確

認
さ
せ
ら
れ
た
。

　
午
前
十
一
時
か
ら
閉
会
式
が
行
わ

れ
、
蓮
池
委
員
長
が
、
同
和
問
題
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
に
対
す
る
決
意

を
含
め
挨
拶
、
白
川
事
務
総
長
が
閉

会
の
辞
を
調
べ
、
二
日
間
に
わ
た
る

全
日
程
を
終
了
し
た
。
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0
　
経
過
報
告
に
当
っ
て

　
昨
（
6
3
）
年
の
2
月
2
4
日
（
水
）
大
阪
の
「
な

に
わ
会
館
」
と
い
う
誠
に
す
ば
ら
し
い
会
場
を

借
用
し
ま
し
て
、
昭
和
5
7
年
3
月
、
同
和
局
設

置
以
来
、
二
期
6
ケ
年
を
経
過
し
7
年
目
を
迎

え
よ
う
と
す
る
に
当
っ
て
、
心
か
ら
な
る
反
省

と
、
さ
ら
な
る
今
後
の
取
り
く
み
に
就
て
、
虚

心
に
総
括
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
云
う
事
で
、

本
山
当
局
は
勿
論
の
こ
と
、
宗
会
議
員
、
全
国

の
宗
務
支
所
長
、
宗
内
の
同
和
専
門
委
員
、
並

び
に
同
和
常
任
委
員
さ
ん
達
を
対
象
に
、
過
去

7
年
間
の
取
り
組
み
に
就
て
の
経
過
報
告
と
、

同
和
局
関
係
諸
規
程
中
、
同
和
問
題
に
対
す
る

基
本
方
針
や
、
推
進
要
項
等
に
就
て
紹
介
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
下
さ

い
。
　
　
⇔
　
経
過
報
告
の
内
容

　
本
宗
で
は
、
昭
和
5
6
年
9
月
「
ウ
ス
サ
マ
明

王
お
札
」
の
件
を
始
め
と
す
る
、
五
つ
の
差
別

事
象
の
確
認
又
は
糾
弾
を
受
け
た
事
を
契
機
と

し
て
、
昭
和
5
7
年
3
月
の
定
期
一
天
云
に
点
て
「
同

和
局
」
の
開
設
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
本
宗
の
差

別
事
象
の
第
一
号
と
も
云
う
べ
き
「
ウ
ス
サ
マ

高
野
山
真
言
宗
同
和
局
長
近

明
王
お
札
し
に
関
す
る
対
応
と
し
て
、
急
遽
設

け
ら
れ
た
の
が
「
高
野
山
真
言
宗
同
和
問
題
協

議
会
」
（
略
称
『
高
真
同
協
』
）
で
あ
り
、
高
野

町
同
和
委
員
長
を
始
め
地
元
の
学
識
経
験
者
、

本
山
の
責
任
役
貝
、
大
学
・
高
校
の
先
生
方
や
、

婦
人
会
の
方
達
に
委
員
を
委
嘱
さ
せ
て
頂
き
、

さ
ら
に
県
事
務
所
の
直
達
の
、
指
導
助
言
の
も

と
に
、
と
り
敢
ず
当
面
の
問
題
解
決
に
向
っ
て
、

努
力
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
「
同
和
局
」
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、

広
く
宗
内
全
般
に
関
わ
る
他
の
四
件
、
つ
ま
り

e
差
別
戒
名
及
び
墓
石
の
件
、
口
法
号
戒
名
の

附
け
方
及
び
解
説
書
の
件
、
口
仏
前
勤
行
次
第

の
件
、
四
真
言
宗
実
践
双
書
に
関
す
る
件
等
の

問
題
解
決
に
、
的
（
ま
と
）
を
絞
っ
て
対
応
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
然
し
乍
ら
、
一
方
戦
国
時
代
以
後
、
徳
川
幕

藩
体
制
時
代
を
通
し
て
の
、
凡
そ
三
百
年
更
に

明
治
㈲
大
正
0
9
昭
和
㈹
1
（
同
和
対
策
審
議
会

答
申
の
出
さ
れ
た
年
）
1
ま
で
の
百
年
を
加
え

る
と
、
実
に
四
百
年
の
長
き
に
亘
っ
て
い
わ
ゆ

る
被
差
別
部
落
の
人
達
が
、
受
け
て
き
た
筆
舌

に
尽
し
難
い
、
差
別
の
実
態
を
思
う
と
き
、
我

々
仏
教
者
も
亦
幕
藩
体
制
下
に
置
か
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
と
は
言
え
、
宗
教
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
し
て
の
毅
然
た
る
信
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
で
以
て
、
そ
の
非
を
訴

　　

ﾌ
　
　
…
え
考
と
も
芋
、
む

　
　
（
　
　
　
　
　
　
回
し
ろ
差
別
助
長
に
加
担

　
　
」
　
　
　
　
　
　
…
し
、
結
果
的
に
は
、
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
師
の
悲
願
で
あ
っ
た
鎮

藤
覚
玄
…
騨
正
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
は
「
虚
空
つ
き
・
衆
生

　
　
つ
き
、
浬
二
つ
き
な
ば
、
我
が
願
い
も
尽
き
な

　
　
ん
」
と
誓
願
な
さ
れ
た
、
祖
師
の
原
点
、
つ
ま

　
り
御
心
に
副
い
得
な
か
っ
た
事
を
、
我
々
高
専

　
　
は
心
か
ら
、
大
い
に
立
面
し
、
反
省
の
誠
を
尽

　
さ
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
何
れ
に
し
ま
し
て
も
、
本
日
薙
に
御
参
集
頂

　
　
い
た
方
々
は
、
本
宗
に
於
け
る
、
先
述
の
五
大

　
差
別
事
象
の
解
決
に
当
っ
て
は
、
絶
大
な
御
亡

　
力
を
頂
い
た
方
正
ば
か
り
で
す
か
ら
皆
そ
れ
ぞ

　
れ
に
、
深
く
尊
い
見
識
を
持
た
れ
て
い
る
方
々

　
　
と
確
信
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
従
い
ま
し
て
、
今
後
わ
が
高
野
山
真
言
宗
と

　
し
て
の
同
和
問
題
、
特
に
人
権
尊
重
と
、
あ
ら

　
ゆ
る
差
別
解
消
に
向
け
て
の
、
対
応
は
如
何
に

　
あ
る
べ
き
か
？
に
つ
い
て
、
何
と
ぞ
適
切
な
指

　
針
な
り
、
御
助
言
を
忌
悼
な
く
頂
く
事
が
出
来

　
得
ま
す
な
ら
ば
、
誠
に
幸
甚
の
至
り
で
ご
ざ
い

　
ま
す
。

　
　
　
こ
の
事
は
、
同
和
局
長
と
し
ま
し
て
も
、
皆

　
様
方
の
深
遠
な
る
叡
智
と
、
絶
大
な
る
御
協
力

　
を
頂
き
な
が
ら
、
精
魂
こ
め
て
此
の
問
題
に
取

　
り
く
み
、
須
く
祖
師
の
御
誓
願
に
添
い
奉
る
よ

　
う
最
善
の
努
力
を
払
い
ま
す
の
で
何
と
ぞ
宜
し

　
く
御
討
議
賜
わ
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
、
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
下
略

　
　
⇔
　
本
宗
の
同
和
局
関
係
諸
規
程

　
　
　
そ
の
一
、
基
本
方
針

　
弘
法
大
師
の
「
生
か
せ
、
い
の
ち
」
の
、
御

教
え
に
基
づ
き
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
と
、

共
に
歩
む
教
化
活
動
を
、
展
開
す
る
事
を
通
し

て
、
同
和
問
題
を
始
め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
解
消
の
為
に
適
進
ず
る
。

　
一
、
同
和
問
題
に
対
す
る
、
正
し
い
理
解
認

　
　
　
識
の
徹
底
を
は
か
る
。

　
二
、
差
別
解
消
を
め
ざ
す
教
化
活
動
を
、
強

　
　
　
化
す
る
。

　
三
、
教
典
等
の
理
解
の
見
直
し
を
通
し
て
差

　
　
　
別
助
長
の
払
拭
を
図
る
。

　
四
、
同
和
問
題
の
解
決
推
進
の
為
の
、
体
制

　
　
　
を
と
と
の
え
る
。

　
　
こ
の
基
本
に
基
づ
き
、
関
係
諸
機
関
、
各

　
　
種
団
体
と
の
協
調
の
も
と
に
、
宗
団
の
主

　
　
体
性
に
於
て
、
総
合
的
・
積
極
的
に
推
進

　
　
す
る
。

　
　
　
▽
　
同
和
推
進
要
項

　
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
宗
団
を
挙
げ
て
同
和

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
次
の
体
制
を
整
え
て

推
進
す
る
。

　
一
、
組
織
・
委
員
会

　
　
1
、
同
和
問
題
に
強
力
に
取
り
組
む
た
め
、

　
　
　
次
の
機
関
を
設
け
る
。

　
　
2
、
同
和
局

　
　
3
、
同
和
委
曾
比

　
　
　
ω
、
常
任
委
碁
会

　
　
　
㈲
、
専
門
委
員
会

　
二
、
研
修
体
制

　
　
1
、
宗
団
あ
げ
て
、
同
和
問
題
の
正
し
い

　
　
　
　
理
解
と
認
識
を
図
り
、
差
別
解
消
の
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た
め
に
と
り
く
む
。

　
　
2
、
研
修
対
象
は
次
を
重
点
に
行
な
う
。

　
　
　
ω
、
幹
部
教
師
。
㈲
、
一
般
教
師
。
の
、

　
　
　
宗
団
関
係
機
関
職
貝
。
⇔
、
離
離
婦
人
。

　
　
　
㈱
、
檀
信
徒
等
。

　
　
3
、
研
修
実
施
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と

　
　
　
　
お
り
と
す
る
。

　
　
　
ω
、
宗
団
に
お
け
る
各
種
研
修
会
に
於

　
　
　
　
て
、
本
山
・
地
方
を
問
わ
ず
、
必
ら

　
　
　
　
ず
同
和
研
修
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
㈲
、
研
修
実
施
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
同
和
局
へ
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

　
三
、
広
報
活
動

繕
籔
鑛

　
第
三
十
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
、
本
会

は
加
盟
団
体
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
立
候
補
予
定

者
に
対
し
、
推
薦
状
を
交
付
し
て
支
援
い
た
し

ま
す
。

　
今
後
、
各
団
体
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
順
に
、

本
誌
に
掲
載
し
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
推
薦
団
体
②
略
歴
　
③
現
職

　
1
、
広
報
・
布
教
活
動
を
強
力
に
展
開
す

　
　
　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
団
内
外
に
広

　
　
　
く
此
の
問
題
解
決
啓
発
に
寄
与
す
る
。

　
2
、
啓
発
資
料
の
発
行

　
　
ω
、
同
和
問
題
の
基
本
に
関
す
る
物
。

　
　
㈲
、
宗
に
於
け
る
差
別
問
題
に
関
す
る

　
　
　
物
。

　
　
の
、
差
別
事
象
と
教
学
と
に
関
連
す
る

　
　
　
物
。
（
収
集
を
含
む
）

▽
同
和
局
・
同
和
委
員
会
規
程
割
愛
。

冷
。
八
v
。
八
》
。
八
v
。
八
v
。
八
v
。
凱
湊
蟹
蟹
湊
響
胴
藻
藻
硬
儀
藻
蟹
藻
藻
蟹
遍
羅
鐸

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
　
．
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潔
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
飴

，
瑚
・
八
v
・
八
Y
。
八
v
．
λ
》
。
八
麹
繋
騒
騒
落
灘
丞
灘
瀬
麹
灘
澱
灘
頚
落
丞
灘
灘
鳩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
一
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
田
　
か
つ
や
　
3
6
歳
　
自
民
・
新

　
長
野
三
区

川
　
　
　
元
　
5
0
歳
　
自
民
・
現

　
　
　
　
　
　
①
世
界
平
和
同
願
会

　
　
　
　
滋
賀
全
県

山
　
下
　
元
　
利

①
真
宗
高
田
派
　
②

東
大
卒
通
産
省
大

臣
官
房
企
画
調
査
官

小

▲瀕
②
学
習
院
大
卒
③

衆
院
商
工
委
員
党

商
工
副
部
会
長

68

ﾎ
　
自
民
・
現

①
天
台
宗
②
東
大

卒
議
院
運
営
委
貝

長
防
衛
庁
長
官

③
党
県
連
会
長

・
を
　
’
　
，

　
　
　
　
静
岡
一
区

原
　
田
　
昇
左
右

　
　
　
　
静
岡
一
区

戸
塚
進
也

66

ﾎ
自
民
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会

②
東
大
卒
党
政
調

副
会
長
　
③
建
設
大

　
臣

　
　
　
　
静
岡
一
区

大
　
石
　
千
　
八

49

ﾎ
自
民
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会

②
日
大
卒
通
産
政

務
次
官
③
衆
院
法

務
委
楽
長

　
　
　
　
静
岡
二
区

斉
藤
斗
志
二

53

ﾎ
自
民
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会

②
早
大
卒
党
総
務

副
会
長

委
貝
長

臣

衆
院
農
水

③
郵
政
大

44

ﾎ
自
民
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会

②
上
智
大
卒
日
本

　
青
年
会
議
所
会
頭

③
党
通
信
副
部
会
長

　
　
　
　
静
岡
二
区

木
部
佳
昭

　
　
　
　
香
川
二
区

森
　
田
　
　
　
一

63

ﾎ
自
民
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会

②
中
大
法
中
退
建

　
設
大
臣
　
霜
野
幹
事

長
③
党
総
務
会
長

代
理

　
l
I
l
東
京
三
区

越
智
通
雄

55

ﾎ
　
自
民
・
現

①
香
川
県
仏
教
会
．

②
東
大
卒
自
治
政

務
次
官
運
輸
委
理

事
③
運
輸
政
務
次

　
官

　
　
　
　
群
馬
三
区

中
曽
根
康
弘

60

ﾎ
自
民
・
現

①
東
京
都
仏
教
連
合

会
②
東
大
卒
経

企
庁
長
官
衆
院
大

蔵
委
員
一
党
総
務

副
会
長

71

ﾎ
無
・
現

①
高
野
山
真
言
宗

②
東
大
卒
内
閣
総

理
大
臣
自
民
党
幹

事
長
通
産
大
臣

一
ド
．
　
層
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長
谷
川
正
浩
氏
の
講
演
か

長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士

　
ω
対
価
を
得
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と

　
対
価
と
い
う
の
は
、
右
が
あ
る
か
ら
左
が
あ

る
と
い
う
よ
う
な
関
係
に
立
つ
も
の
で
す
。
例

え
ば
文
房
具
屋
さ
ん
へ
行
っ
て
万
年
筆
を
買
っ

て
ま
い
り
ま
す
が
一
文
房
具
屋
さ
ん
か
ら
万
年

筆
の
所
有
権
を
私
ど
も
が
も
ら
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
代
金
を
払
う
わ
け
で
す
。
万
年

筆
を
く
れ
な
け
れ
ば
代
金
は
払
い
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
契
約
が
解
除
さ
れ
れ
ば
万
年
筆
を
返
し
ま

す
か
ら
代
金
も
返
し
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
も

の
で
す
。

　
売
買
の
時
の
物
と
代
金
と
い
う
も
の
は
、
一

方
が
あ
る
か
ら
片
方
が
あ
る
、
一
方
が
な
け
れ

ば
片
方
が
な
い
。
証
券
会
社
に
株
の
売
買
を
頼

み
ま
す
。
そ
う
す
る
と
証
券
会
社
が
株
の
売
買

を
や
っ
て
く
れ
る
か
ら
手
数
料
を
払
う
ん
で
、

売
買
を
や
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
手
数
料
は
払
い

ま
せ
ん
、
こ
う
い
う
も
の
で
す
。

　
で
は
布
施
収
入
を
こ
こ
に
当
て
は
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
布
施
収
入
を
当
て
は
め
て
み
ま
す
と
、

回
向
供
養
を
す
る
か
ら
お
布
施
を
わ
れ
わ
れ
は

い
た
だ
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
じ
や
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
が
回
向
供
養
す
る
と
い
う

こ
の
宗
教
行
為
は
、
お
施
主
さ
ん
の
財
施
と
は

無
関
係
で
あ
り
ま
す
。
法
施
、
財
施
そ
れ
ぞ
れ

が
独
立
し
た
宗
教
活
動
、
宗
教
行
為
で
す
。
も

し
こ
れ
が
直
接
に
売
買
代
金
な
ど
と
同
じ
よ
う

な
関
係
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
　
「
お
布
施
を

く
れ
な
け
れ
ば
お
経
を
読
み
ま
せ
ん
」
　
「
お
経

を
読
ん
で
も
ら
わ
な
い
か
ら
お
寺
に
は
寄
付
し

ま
せ
ん
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
か
ら
も
お
布
施
、
布
施
収

入
と
い
う
も
の
は
、
消
費
税
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
課
税
さ
れ
る
の

か
と
い
う
、
そ
の
限
界
事
例
に
つ
い
て
述
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。
宗
教
活
動
収
入
。
こ
れ
は
今
も

申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
不
課

税
で
す
。
不
課
税
と
い
う
言
葉
は
法
律
上
の
用

語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
不
課
税
と
い
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
今
、
説
明
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
四
つ
の
要
件
の
い
ず
れ
か

ト
　
　
に
当
た
っ
て
い
な
い
・
も

　
　冠．

@
．
と
も
と
消
費
税
の
対
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
得
な
い
と
い
う
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
を
、
不
課
税
と
い
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　
、
」
ワ
　
　
　
　
　
後
に
出
て
ま
い
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
非
課
税
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
非
課
税
と
い
う
の
は
、
四
つ
の

要
件
に
当
て
は
ま
り
ま
す
が
、
法
律
で
税
金
を

か
け
な
い
こ
と
に
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
し
て

あ
る
も
の
で
す
。

　
宗
教
活
動
は
原
則
、
不
課
税
で
す
が
、
例
外

と
し
て
収
益
事
業
に
当
た
る
も
の
は
課
税
さ
れ

ま
す
。
　
「
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
る
か
。
宗

教
活
動
で
収
益
事
業
に
当
た
る
も
の
が
あ
る
か
」

と
言
っ
て
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
が
今
の
大
蔵
省
や
国
税
庁
が
考
え
て

い
る
考
え
方
で
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
の
法
人
税
法
基
本
通
達
大
士

正
の
時
に
、
十
五
1
一
一
一
と
い
う
の
が
付
け

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
　
「
宗
教
法
人
の
本
来
の
活

動
で
あ
っ
て
も
、
収
益
事
業
に
当
た
る
も
の
が

あ
る
か
ら
注
意
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
が
書
い
て

あ
る
。
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
い
ま
す
と
「
経

本
の
出
版
、
雪
雑
の
出
版
、
こ
う
い
う
も
の
は

出
版
業
に
当
た
る
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

誰
か
お
寺
さ
ん
で
経
本
を
出
版
し
た
り
寺
報
を

発
行
す
る
、
あ
る
い
は
こ
宗
門
で
新
聞
を
発
行

さ
れ
る
、
こ
れ
を
収
益
事
業
だ
な
ん
て
意
識
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
恐
ら
く
な
い
と
思
う
。
し

か
し
、
国
税
庁
や
大
蔵
省
は
、
「
収
益
事
業
だ
」

と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

「
こ
う
い
つ
た
収
益
事
業
に
該
当
す
る
と
、
こ

れ
は
消
費
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
」
と
こ
う
い

う
こ
と
で
す
。

　
収
益
事
業
は
、
消
費
税
が
原
則
課
税
で
す
。

と
こ
ろ
が
土
地
の
貸
付
は
非
課
税
で
す
。
ご
承

知
の
よ
う
に
宗
教
法
人
が
居
住
用
の
家
屋
を
所

有
す
る
目
的
で
貸
し
付
け
た
時
、
固
定
資
産
税

と
都
市
計
画
税
を
合
計
し
た
三
倍
以
下
の
地
代

で
あ
る
な
ら
ば
、
原
則
と
し
て
法
人
税
は
か
か

っ
て
ま
い
り
ま
せ
ん
か
ら
、
す
な
わ
ち
収
益
事

業
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
三
倍
以
上
で
あ
り
ま
す

と
収
益
事
業
と
な
っ
て
、
法
人
税
が
か
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
法
人
税
が
か
か
っ
て

ま
い
り
ま
し
て
も
、
こ
の
土
地
の
貸
付
に
つ
い

て
は
消
費
税
は
非
課
税
で
す
。
非
課
税
と
言
い

ま
す
の
は
、
さ
き
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
四
つ
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
け
れ
ど
も
、

法
律
で
土
地
の
貸
付
は
消
費
税
か
ら
除
外
し
て

お
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
土
地
の
貸
付
と
か
、
土
地
の
売
買
で
す
ね
、

収
益
事
業
と
し
て
土
地
の
売
買
を
や
っ
て
お
ら

れ
る
と
い
う
よ
う
な
宗
教
法
人
は
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
が
、
　
「
土
地
の
売
買
と
か
、
土

地
の
貸
付
は
、
資
本
の
移
転
で
あ
っ
て
消
費
で

は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
で
、
消
費
税
は
か
か

っ
て
こ
な
い
の
で
す
。

　
土
地
と
い
う
の
は
幾
ら
使
っ
て
も
消
費
し
て

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

同
じ
不
動
産
で
も
建
物
の
貸
付
や
建
物
の
売
買

は
、
建
物
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
の
は
、

消
費
し
て
だ
ん
だ
ん
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
こ
わ

れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
消
費
税
の
対
象

に
な
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
　
（
以
下
は
三
月
号
に
つ
づ
く
）
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口
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
口
D
D
D
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D
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D
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D
D
D
D
D
D
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
ワ
D
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D
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己
［
［
己
噌
己
q
己
q
己
q
己
口
己
口
己
q
己
q
己
q
［
己
O
己
q
O
q
己
口
己
q
己
q
己
口
O
q
一
〇
□
己
q
己
q
己
q
6
q
自
q
己
q
O
口
O
q
O
自
己
O
口
口
口
口
口
口
己
□
0
口
0
口
一
己
q
己
q
己
q

真
醤
宗
智
山
派
伝
法
院
教
学
研
究
室
講
師

本
会
同
和
委
員
会
が
主
催
す
る
、

・
平
筆
羅
問
題
し
に
関
す
る
研
究
会
が
、

宗
豊
山
派
宗
務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
事
務
総
長
、
旭
古
雅
同
和
委
員
の
挨
拶

に
つ
づ
き
、
真
言
宗
智
山
派
伝
法
院
教
学
研
究

室
講
師
・
廣
澤
隆
之
師
が
「
差
別
・
平
等
と
本

論
の
周
辺
の
問
題
」
を
講
題
に
、
要
旨
次
の
よ

う
な
講
演
を
行
っ
た
。

　
去
る
十
一
月

九
日
正
午
か
ら

第
四
回
「
業

　
　
　
　
真
言

一講演される廣澤隆之師

廣
澤
隆
之
師
が
講
演
…
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●
　
●
　
●
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◎
は
じ
め
に
（
ど
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
か
）

　
業
の
問
題
を
教
理
学
的
に
扱
う
事
は
、
あ
ま

り
有
効
性
を
持
た
な
い
。
問
題
に
つ
い
て
、
宗

派
的
特
徴
を
取
り
上
げ
て
行
く
と
、
必
ず
や
教

理
学
は
教
判
論
に
依
拠
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、

今
日
的
な
課
題
を
有
効
に
取
．
り
上
げ
ら
れ
な
く

な
る
危
険
性
が
あ
る
。
前
提
と
し
て
、
各
宗
派

が
抱
え
て
い
る
個
別
の
問
題
よ
り
も
、
よ
り
一

般
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
今
日
、
業
論
が
見
直
し
を
せ
ま
ら
れ
、
差
別

い
て
、
近
代
の
自
然
法
の
概
念
は
、

い
組
み
込
め
る
か
と
い
う
事
を
、

題
意
識
と
し
て
、

す
な
わ
ち
、
仏
教
に
は
自
然
法
的
な
意
味
で
の

平
等
思
想
が
あ
っ
た
か
と
い
う
事
を
、
問
う
べ

き
で
あ
る
。

　
大
乗
仏
教
は
イ
ン
ド
で
発
生
し
て
以
来
、
菩

薩
行
と
い
う
す
ば
ら
し
い
思
想
を
準
備
し
て
く

れ
は
し
た
が
、
他
面
に
お
い
て
仏
教
の
歴
史
と

し
て
は
、
あ
る
時
代
の
社
会
状
況
へ
の
コ
ミ
ッ

問
題
と
し
て
語
ら
れ
る
場
合
、

そ
の
背
景
と
し
て
、
過
去
あ
る

い
は
現
在
の
悲
惨
さ
が
語
ら
れ

る
。
問
題
な
の
は
、
差
別
事
象

が
あ
る
と
い
っ
た
場
合
、
平
等

と
云
う
概
念
が
成
立
し
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
れ
が
差
別
だ
と
は

い
え
な
い
事
に
あ
る
。

　
差
別
問
題
に
つ
い
て
は
語
り

な
が
ら
、
平
等
の
概
念
に
つ
い

て
、
日
本
の
仏
教
界
が
今
ま
で
、

ど
れ
ほ
ど
議
論
を
し
て
来
た
か
、

疑
問
を
感
じ
る
。

　
仏
教
語
や
漢
文
の
中
に
「
平

等
」
と
い
う
こ
と
ば
は
あ
る
が
、

現
在
使
っ
て
い
る
平
等
と
い
う

こ
と
ば
は
、
近
代
ヨ
：
ロ
ッ
パ

の
自
然
法
の
概
念
か
ら
出
て
来

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
釈
尊
以
来
の
伝
統
仏
教
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
現
代
的
な
問

　
我
々
は
と
ら
え
て
い
な
い
。

ト
の
仕
方
に
お
い
て
、
現
実
妥
協
主
義
と
い
う

も
の
が
常
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
例
え
ば
、
戦
前
の
皇
道
仏
教
は
、
天
皇
制
に

仏
教
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
行
く
事
に
よ
り
、
天
皇

賛
美
の
方
向
に
仏
教
が
傾
い
て
行
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
戦
後
に
民
主
主
義
の
時
代
に
な
る

と
、
仏
教
は
民
主
主
義
を
受
け
入
れ
て
行
く
。

こ
れ
ら
は
一
つ
の
時
代
へ
の
迎
合
で
あ
ろ
う
。

　
ω
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
平
等
か

　
今
ほ
と
ん
ど
の
仏
教
の
啓
蒙
書
、
あ
る
い
は

学
術
書
に
お
い
て
当
然
の
よ
う
に
、
人
は
生
ま

れ
な
が
ら
に
平
等
で
あ
り
、
人
間
平
等
主
義
を

釈
尊
は
説
い
た
と
い
う
事
を
前
提
と
し
た
上
で
、

我
々
は
論
を
進
め
て
い
る
。

　
現
代
に
お
い
て
は
、
平
等
・
差
別
は
対
概
念

で
は
あ
る
が
、
人
は
み
な
平
等
で
あ
る
と
い
う

事
は
、
仏
教
で
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
平
等
と
い
う
概
念
は
、
自
然
法
が
持
つ
も
の

で
あ
り
、
当
然
そ
れ
は
人
権
思
想
と
い
う
人
間

観
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
法
学
者

た
ち
の
意
見
の
集
大
成
が
、
「
ア
メ
リ
カ
人
権
宣

言
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
」
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
宣
言
は
、
当
然
「
日
本
国
憲
法
」
に

ま
で
流
れ
る
思
想
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
平
等
と
は
社
会
的
な
諸
権
利
に

関
す
る
平
等
で
あ
る
。
現
在
問
わ
れ
て
い
る
同

和
問
題
に
お
い
て
、
結
婚
と
い
う
社
会
的
契
約

が
制
限
さ
れ
る
事
は
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
と

い
え
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
権
利
で
あ
る
。
社
会

的
な
諸
権
利
に
関
す
る
平
等
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
日
本
国
憲
法
」
に
も
流
れ
る
考
え
方
で
あ
る
。

　
平
等
の
概
念
が
、
社
会
的
諸
権
利
に
関
す
る

平
等
で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
教
は
社
会
的
権
利
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
来
た
か
、
と
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い
う
問
題
が
出
て
来
る
。

　
仏
教
で
は
、
自
然
法
が
前
提
と
す
る
、
人
格

的
に
自
立
し
た
個
人
の
関
係
を
考
慮
し
た
教
理

は
、
出
来
上
っ
て
来
な
か
っ
た
。
少
な
く
て
も

大
乗
仏
教
の
理
想
は
、
個
人
の
対
立
関
係
で
は

な
く
、
一
体
観
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ

の
慈
悲
に
よ
る
。
こ
の
慈
悲
を
根
底
と
し
た
人

間
観
は
、
ど
う
も
平
等
思
想
に
な
じ
ま
な
い
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
仏
教
で
は
生
ま
れ
な

が
ら
を
、
自
然
法
的
に
了
解
で
き
る
か
と
い
う

事
に
あ
る
。
輪
廻
を
生
存
の
前
提
と
し
た
教
理

学
が
、
あ
る
時
期
に
仏
教
に
お
い
て
も
成
立
し

た
。
こ
の
輪
廻
的
生
存
と
い
う
も
の
で
と
ら
え

る
人
間
観
に
立
つ
仏
教
で
あ
れ
ば
、
衆
生
（
有

情
）
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
不
平
等
で
あ
る
、
と
い

う
事
が
前
提
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　
生
ま
れ
な
が
ら
に
は
不
平
等
で
あ
る
事
を
前

提
と
し
て
、
仏
教
は
現
実
を
見
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
悲
惨
な
状
況
に
対
し
、
人
間
と
し
て
生
ま
れ

て
来
た
自
分
の
シ
ン
パ
シ
イ
を
も
っ
て
、
そ
の

苦
し
み
に
シ
ン
パ
シ
イ
を
感
じ
る
事
に
よ
っ
て
、

自
分
の
生
き
方
を
決
定
し
て
行
こ
う
と
す
る
の

が
、
仏
教
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
ま
た
、
輪
廻
的
生
存
を
当
り
前
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
た
時
代
の
人
た
ち
と
、
輪
廻
的
生

存
に
確
実
さ
を
認
め
な
い
現
代
人
の
人
生
に
関

す
る
考
え
の
落
差
を
考
え
て
お
か
な
い
と
、
簡

単
に
昔
の
人
た
ち
の
事
を
批
判
で
き
な
い
と
い

う
、
難
し
い
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　
平
等
と
は
、
社
会
的
諸
権
利
に
関
す
る
平
等

で
あ
り
、
そ
れ
を
仏
教
は
説
か
な
か
っ
た
可
能

性
が
強
い
。
仏
教
は
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

不
平
等
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
②
仏
教
ほ
人
間
の
平
等
を
脱
い
で
き
た
か

　
仏
教
の
平
等
思
想
を
語
る
と
き
、
『
ス
ッ
声
柄

パ
ー
タ
』
の
一
節
を
利
用
す
る
人
が
多
い
。

　
仏
教
は
人
間
平
等
主
義
を
説
い
た
と
い
う
事

を
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
引
用
し
て
免
罪
符

を
得
る
事
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
ア
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熱
心
に
聴
講
す
る
参
加
者

ン
フ
ェ
ア
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
私
た
ち
の
仏
教
の
教
理
で
あ
る
大
乗
仏
教
は
、

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
よ
う
な
初
期
仏
教
を

重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
伝
統
に
基
づ
い
て
形
成

さ
れ
た
。

　
私
た
ち
の
教
理
学
は
、
ア
ビ
ダ
ツ
マ
の
教
理

学
を
受
け
止
め
た
大
乗
が
、
中
国
、
日
本
で
展

開
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
根
本
的

に
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
無
視
し
て
来
た
歴

史
が
あ
る
。
そ
の
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
引

用
し
て
、
仏
教
は
平
等
思
想
を
説
い
て
来
た
と

い
う
事
で
、
現
実
に
迎
合
し
て
行
く
免
罪
符
と

す
る
事
に
は
、
不
純
な
動
機
が
あ
る
と
思
う
。

　
よ
く
利
用
す
る
経
典
に
、
　
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
』
、
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た

も
の
を
重
視
す
る
の
は
、
近
代
の
仏
教
学
が
も

た
ら
し
た
成
果
で
あ
る
。

②
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
一
節
が
、
は
た
し

て
人
間
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
平
等
を
説
い
て
い

る
と
い
え
る
か
。

　
輪
廻
思
想
は
、
釈
尊
の
根
本
的
な
思
想
で
は

な
い
。
し
か
し
仏
教
が
、
教
化
の
た
め
に
取
り

入
れ
た
イ
ン
ド
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
は
単
に
説
明
の
手
段
だ
と
は
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
も
輪
廻
の

問
題
を
無
視
し
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
平
等
を

考
え
て
い
る
と
い
う
事
は
、
ゆ
る
さ
れ
な
い
。

　
業
が
生
存
の
状
況
を
決
定
づ
け
る
と
い
う
事

は
、
仏
教
が
最
初
か
ら
持
っ
て
い
た
考
え
方
で

あ
る
。
当
然
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
！
タ
』
に
お
い
て

さ
え
も
、
業
は
来
世
の
生
存
の
あ
り
方
を
決
定

づ
け
る
と
い
う
事
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
問
題
は
、
業
の
問
題
は
輪
廻
と
し
っ

か
り
結
び
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事

で
あ
る
。
そ
こ
で
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
引

用
す
る
事
に
は
、
業
を
合
理
的
に
現
在
の
平
等

主
義
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
り
、

現
代
の
有
力
な
思
想
に
、
自
分
た
ち
の
考
え
方

を
当
て
は
め
る
方
向
で
、
仏
教
の
典
籍
を
読
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
結
論
的
に
い
う
な
ら
、
仏
教
は
元
来
、
我
々

が
今
日
語
る
よ
う
な
意
味
で
の
、
平
等
を
考
慮

し
て
教
理
は
成
立
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
仏

教
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
の
伝
統
に
、
人
間
だ
け

を
特
別
に
見
る
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う

事
で
あ
る
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
輪
廻
と
い
う

事
を
考
え
て
行
け
ば
、
人
間
と
他
の
動
物
は
、

根
本
的
に
は
存
在
的
に
同
一
の
も
の
で
支
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
人
間
の

平
等
な
ど
と
い
う
考
え
方
が
出
て
来
る
は
ず
は

な
い
。

　
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

に
対
比
し
、
人
間
中
心
主
義
が
成
立
し
て
い
な

い
仏
教
に
お
い
て
、
人
間
の
平
等
を
我
々
が
説

く
事
に
は
、
大
き
な
疑
問
が
出
て
来
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
後
、
出
席
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

出
さ
れ
、
研
究
会
は
午
後
三
時
に
終
了
し
た
。
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葎．i長野県仏教徒大会

約1万人が参集第35回

　
　
去
る
十
月
二
十
九

…
…
日
、
第
三
＋
五
回
長

　
野
県
仏
教
徒
大
会
が
、

…　
　
「
仏
の
教
え
の
中
に

……　
生
き
よ
う
」
を
大
会

…　
テ
ー
マ
に
、
飯
田
市

…　
飯
田
文
化
会
館
で
、

…　
約
一
万
人
の
参
加
者

…　
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

…　
　
午
前
九
時
半
か
ら

…　
第
一
部
の
法
要
が
始

…　
ま
り
、
第
二
部
の
式

……　
典
で
は
、
本
会
の
代

…
表
と
し
て
白
川
事
務

…
総
長
が
祝
辞
を
述
べ

　
　
　
　
　
第
三
部
の
記
念
講
演
で
は
、
宗
教

文
化
研
究
所
長
・
ひ
ろ
さ
ち
や
氏
が
、
　
「
家
庭

仏
教
の
す
す
め
」
を
演
題
に
講
演
し
た
。
ひ
ろ

氏
は
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
、

自
身
の
体
験
を
ま
じ
え
て
約
一
時
間
半
に
わ
た

っ
て
熱
弁
を
ふ
る
い
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
参

加
者
か
ら
喝
釆
を
あ
び
て
い
た
。

　
第
四
部
は
閉
会
式
。
大
会
宣
言
文
の
発
表
が

あ
り
、
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

美（

j
J
局
細
蟹
至
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
＋
一
月
了

一
日
　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
中
央

　
　
　
集
会
出
席

五
日
　
名
張
念
法
寺
落
慶
法
要
参
列

六
日
　
局
内
会
議

八
日
　
秋
山
祐
雅
元
真
言
宗
智
山
派
管
長

　
　
　
本
葬
儀
参
列

一
九
八
九
年
十
二
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
一
月
　
　
　
　
＝

口

　
　
九
日
　
同
和
委
員
会
研
究
会

　
　
十
日
　
関
東
地
区
財
務
担
当
者
会
議

　
　
　
　
　
大
谷
派
真
宗
会
館
落
慶
式
出
席

　
十
四
日
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

十
四
～
十
五
B
　
同
和
現
地
研
修
会
（
奈
良
）

　
十
五
日
　
関
西
地
区
財
務
担
当
者
会
議

十
四
一
十
九
日
　
ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

二
十
四
日
　
局
内
会
議

二
十
七
日
　
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

二
十
九
日
　
日
宗
連
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席

　
　
　
　
　
W
F
B
執
行
委
員
会
（
タ
イ
）

大
谷
智
子
氏

＋
】
月
＋
五
日
、

谷
派
門
首
裏
方
。

八
十
三
歳
で
死
去
。
真
宗
大

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
長
。

日本の心を伝える

西日本本部／福岡市博多区博多駅前日生ビル費092（472）1621㈹

東京本部／東京都中央区銀座共同ビル新銀座壼03（541）3891㈹

寺院専門工場　㈱長谷lll仏具工事／直方市大字中東明日香台君09492（4）7211㈹

／

資
乱
妨
護
嚢
養

　
　
る
の
た

株
わ
汕
役

　
　
　
　
な

％
と
侃

レ霧
一
掴

で
最
売

ン
コ
な
株
わ

ミ
、ア
　
　
　
　
F

フ
時
深
ル

築
蔽
麟ノ

宝
べ
＼

ピ
ピ
ッ
と
株
式
、

フ
ァ
ミ
コ
ン
で
。
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